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⑤ 地域概況の把握における指標について 

名称 概要 
データベ
ース名 

地点 気候モデル 

・日最高気温 
・日平均気温 
・日平均相対湿度 
・日平均日射量 
・日平均風速 
（現在・将来） 

環境省 気候変動適応
情報プラットフォーム
（A-PLAT）の「将来
予測、影響評価に関す
る研究結果
（WebGIS）」から入
手可能。 

NIES2020 
1 kmメッシュ
で、任意の地点に
ついて予測可能 

・ACCESS-CM2 
・IPSL-CM6A-LR 
・MIROC6 
・MPI-ESM1-2-HR 
・MRI-ESM2-0 

WBGT 
（2080-2100） 

・労働環境における労働者の暑熱環境による熱ストレスを評価する指標 
※上記日平均気温、日平均相対湿度、日平均日射量及び日平均風速から算
出 

 
上表以外の指標 

 

名称 概要 

熱帯夜日数 
（21世紀末） 

・夜間の最低気温が 25℃以上のことを指すが、⻑期変化傾向において
は日最低気温 25℃以上の日数。 
・事業計画区域周辺レベルのスケールでの予測が難しい。 

不快指数
（DI、THI） 

温度と湿度のみの指標であり容易に算定できるが、屋外空間の日射や風
の影響を考慮できない。 

HI 温度と湿度のみの指標であり容易に算定できるが、屋外空間の日射や風
の影響を考慮できない。 

MRT 

・人体が周囲から受ける放射熱量を示し、輻射熱の影響を考慮した体感
指標。 
・街区レベルのヒートアイランドの評価指標になっている。 
→土地区画整理事業等、上物施設の計画が未定である案件について対応
が難しい。 

SET* 
・気温、湿度、日射や風の影響のほかに、人間の着衣状態や作業状態の
データが必要。 
→環境アセスメントにおける事業計画や気候変動の影響等、大きな時間
スケールでの予測が難しい。 

PMV ・SET*同様に、衣服の熱抵抗や表面温度等のデータが必要になり、環境
アセスメントへの適用が難しい。 
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気候変動適応情報プラットフォーム（A-PLAT）のWebGISについて 
 

１．A-PLAT及び A-PLATが提供するWebGISの概要 
・A-PLATは、気候変動による悪影響をできるだけ抑制・回避し、気候変動適応策を進
めるために参考となる情報を、分かりやすく発信することを目的として国立研究開発
法人国立環境研究所が運営しているWebサイト。 
・A-PLATのWebGISでは、国の研究機関等による各研究成果に基づき、排出シナリオ
と気候モデル、対象期間に応じた分野別影響評価と気候に関する将来予測を地図上に
表示することで、視覚的にわかりやすく公開している。 

 

 
A-PLATのWebGIS画面 

 
 
 



A-PLATから入手可能なデータの種類
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⑦ 熱中症、暑熱による生活への影響予測手法の概要 
 
 
 

名称 概要 シミュレーションの対象 最終更新 アクセス・ダウンロード 

ヒートアイランド対策熱負荷計算モデル
（大阪府） 

・建物の面積や高さ等のデータから、建物から大気中に排出される熱（熱
負荷）を計算。 

・屋上や地表、壁面、建物内における対策として、緑化や高反射塗装、空
調機性能などのヒートアイランド対策後の熱負荷を計算。 

・熱負荷 
・対策前後の気温差 2021年 4月 7日 可 

CASBEE 
（建築物総合環境性能評価システム）
(国土交通省等） 

・建築物等の効環境性能を具体的に評価するツール。 
・CASBEE-建築(新築)や、ヒートアイランド対策に特化した CASBEE-HI
などのツールが存在する。 

※環境影響評価の技術指針においては、CASBEEの評価
項目の考え方を参考に、定性的な予測をするよう求め
る。 

可（評価マニュアル） 

都市の熱環境対策評価ツール 
（国土交通省国土技術政策総合研究所） 

・建物や土地利用の配置や表面の仕上げなどを入力することにより、気温
や体感温度を評価する。 SET* 2014年 8月 28日 可 

ヒートアイランド対策分析システム 
（国土交通省国土技術政策総合研究所） 

・都市空間の気温を 5mの解像度で分析。 
・任意の日時における分析を効率的に行うことが可能。 不明 不明 不可 

UCSS(都市気候予測システム： Urban 
Climate Simulation System) 
（(独)建築研究所足永靖信研究室及び埼
玉大学ヴタンカ研究室） 

・地表面被覆のメッシュデータをもとに、地表面被覆からの顕熱・潜熱と
事業所、自動車、空調機等からの人工排熱を算定し、大気の移流を含め
た気象モデルで風向・風速を求め、これらを合成する。 
・都市空間内での気温、湿度、風向、風速、放射を予測することが可能。 

気温、湿度、風向、風速、
放射 不明 不可 

UCSS簡易計算法による予測システム 
（(独)建築研究所足永靖信研究室及び埼
玉大学ヴタンカ研究室） 

・様々な入力パラメータにより UCSS で計算させた結果をデータベース
化した検索システムで、予測対象地区の条件を入力することで、対策効
果の予測が可能。 

不明 不明 不可 

HIP(ヒートアイランド潜在力)モデル 
（東京工業大学梅干野研究室） 

・ヒートアイランドを起こし得る度合いを評価するために、対象となる敷
地や街区が、周囲に及ぼす環境影響の指標として提案したモデル。 
・建物や地面など全ての表面から発生する顕熱の敷地や街区面積に対する
割合として定義される。 
・同研究室が開発した全表面熱収支シミュレーション手法を用いること
で、各種熱環境対策を行った状況を予測することが可能。 

不明 不明 不可 

大気海洋結合モデルMSSG  
（JAMSTEC） 

・地球全体、特定の地域、都市スケールなど、様々なスケールにおける大
気現象と海洋現象を計算することのできる数値モデル。 
・3次元放射過程および樹木の物理的作用を考慮することができ、建物や
植物の表面での加熱・冷却を考慮して、時々刻々と変化する空気の移動
（風）を 3次元的に計算することができる。 
・JAMSTECのスーパーコンピューターが必要。 

不明 不明 不可 
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災害予防対策
第３章 災害予防対策の推進 第２節 地震災害予防対策の推進

総
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対
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対
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付
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第２節 地震災害予防対策の推進 

第１ 新・大阪府地震防災アクションプランの推進 

大規模地震は、想定される被害が甚大かつ深刻であるため、国、府、市町村、関係機関、事業者、

住民等が、様々な対策によって、被害軽減を図ることが肝要である。 

このため、府が行った大規模地震（直下型及び東南海・南海）の被害想定調査（「第２ 大規模

地震（直下型）の被害想定（平成18年度公表）」参照）及び大規模地震（海溝型）の被害想定調査

（「第３ 大規模地震（海溝型）の被害想定（平成25年度公表）」参照）をもとに、地震防災対策

特別措置法に基づく地震防災対策の実施に関する目標として、人的被害を10年間（平成27～令和６

年度）で９割減させることなどを定め、それらを目標とする「新・大阪府地震防災アクションプラ

ン」（平成27年３月策定）に基づき、府の地震防災対策を推進する。 

第２ 大規模地震（直下型及び東南海・南海）の被害想定（平成18年度公表） 

１ 府内の地震動予測 

⑨ 大阪府地域防災計画 基本対策編（大阪府防災会議、令和４年１月） 

－19－
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災害予防対策 
第３章 災害予防対策の推進 第２節 地震災害予防対策の推進 

２  府内の被害想定 

想定地震 上町断層帯（Ａ） 上町断層帯（Ｂ） 生駒断層帯 

地震の規模 マグニチュード（Ｍ） 

 ７．５～７．８ 

マグニチュード（Ｍ） 

 ７．５～７．８ 

マグニチュード（Ｍ） 

 ７．３～７．７ 

計測震度４～７ 計測震度４～７ 計測震度４～７ 

建物全半壊棟数 全壊 ３６３千棟 

半壊 ３２９千棟 

全壊 ２１９千棟 

半壊 ２１３千棟 

全壊 ２７５千棟 

半壊 ２４４千棟 

出火件数 

（炎上出火１日夕刻） 

５３８ ２５４ ３４９ 

死傷者数 

 

死者   １３千人 

負傷者 １４９千人 

死者   ６千人 

負傷者 ９１千人 

死者   １０千人 

負傷者 １０１千人 

罹災者数 ２，６６３千人 １，５１５千人 １，９００千人 

避難所生活者数 ８１４千人 ４５４千人 ５６９千人 

ライフ

ライン 

停電 ２００万軒 ６０万軒 ８９万軒 

ガス供給停止 ２９３万戸 １２８万戸 １４２万戸 

電話不通 ９１万加入者 ４２万加入者 ４５万加入者 

水道断水 ５４５万人 ３７２万人 ４９０万人 

経 済

被害 
直接被害 １１．４兆円 ６．９兆円 ８．３兆円 

間接被害 ８．２兆円 ５．２兆円 ４．１兆円 

合  計 １９．６兆円 １２．１兆円 １２．４兆円 

想定地震 有馬高槻断層帯 中央構造線断層帯 東南海･南海地震 

地震の規模 マグニチュード（Ｍ） 

 ７．３～７．７ 

マグニチュード（Ｍ） 

 ７．７～８．１ 

マグニチュード（Ｍ） 

 ７．９～８．６ 

計測震度３～７ 計測震度３～７ 計測震度４～６弱 

建物全半壊棟数 全壊  ８６千棟 

半壊  ９３千棟 

全壊  ２８千棟 

半壊  ４２千棟 

全壊  ２２千棟 

半壊  ４８千棟 

出火件数 

（炎上出火１日夕刻） 

１０７ ２０ ９ 

死傷者数 

 

死者   ３千人 

負傷者 ４６千人 

死者 ０．３千人 

負傷者 １６千人 

死者 ０．１千人 

負傷者 ２２千人 

罹災者数 ７４３千人 ２３０千人 ２４３千人 

避難所生活者数 ２１７千人 ６７千人 ７５千人 

ライフ

ライン 

停電 ４１万軒 １５万軒 ８万軒 

ガス供給停止 ６４万戸 ８万戸 － 

電話不通 １７万加入者 ８万加入者 － 

水道断水 ２３０万人 １１１万人 ７８万人 

経済 

被害 

直接被害 ２．８兆円 １．１兆円 １．４兆円 

間接被害 １．７兆円 １．４兆円 ０．１兆円 

合  計 ４．５兆円 ２．５兆円 １．５兆円 

※経済被害／直接被害：建物資産・家財喪失、解体撤去費、道路・鉄道施設被害、ライフラ

イン施設被害など 

※経済被害／間接被害：応急仮設住宅設置費、交通被害によるユーザーコスト、ライフライ

ン途絶、資本・労働喪失による産業の生産低下 

－20－
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災害予防対策
第３章 災害予防対策の推進 第２節 地震災害予防対策の推進
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第３ 大規模地震（海溝型）の被害想定（平成25年度公表） 

１ 府内の地震動予測 

２ 府内の被害想定 

想定地震 南海トラフ巨大地震 

地震の規模 マグニチュード（Ｍ） 

 ９．０～９．１ 

計測震度５弱～６強 

建物全半壊棟数 全壊 １７９千棟 

半壊 ４５９千棟 

出火件数 

（炎上出火冬１８時） 

６１ 

死傷者数（冬１８時） 

 

死者  １３４千人（津波の早期避難率が低い場合） 

      ９千人（津波の避難が迅速な場合） 

負傷者  ８９千人（津波の早期避難率が低い場合） 

     ２６千人（津波の避難が迅速な場合） 

避難者数 １９２万人（内、避難所生活者数 １１８万人） 

ライフ

ライン 

停電 ２３４万軒 

ガス供給停止 １１５万戸 

電話不通 １４２万加入者 

水道断水 ８３２万人 

経済 

被害 

資産等の被害額 ２３．２兆円 

生産・サービス低下 ５．６兆円 

合  計 ２８．８兆円 
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⑩ ハザードマップ例（地震・津波等）
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